
伊
勢
神
宮
の
式
年
遷
宮

本
年
秋
に
は
伊
勢
神
宮
の
式
年
遷
宮
が
行
わ
れ
ま
す
。
周
知
の
よ
う
に
、
伊

勢
神
宮
の
式
年
遷
宮
は
二
十
年
に
一
度
、
内
外
両
正
宮
以
下
、
全
別
宮
に
至
る

ま
で
の
建
物
の
建
て
替
え
と
と
も
に
、
大
神
様
の
ご
装
束
や
ご
神
宝
に
至
る
ま

で
す
べ
て
を
新
た
に
作
り
直
す
も
の
で
、
そ
の
た
め
に
正
宮
の
す
ぐ
横
に
新
殿

の
敷
地
が
用
意
さ
れ
、
二
十
年
ご
と
に
動
座
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

天
武
天
皇
の
と
き
に
制
度
化
さ
れ
て
以
来
、
戦
国
時
代
の
混
乱
期
に
一
時
中
断

し
た
以
外
は
連
綿
と
行
わ
れ
て
お
り
、
す
べ
て
を
作
り
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
常

に
新
し
く
、
二
十
年
ご
と
に
御
神
威
も

大
き
く
よ
み
が
え
り
、
ま
た
技
術
の
継

承
も
可
能
と
な
り
、
日
本
の
伝
統
文
化

の
一
つ
の
継
承
の
あ
り
方
と
し
て
も
重

視
さ
れ
、
大
切
に
守
り
伝
え
ら
れ
て
き

ま
し
た
。

平
成
十
七
年
に
神
宮
林
の
山
麓
・
山

中
で
山
口
（
や
ま
の
く
ち
）
祭
・
木
本

（
こ
の
も
と
）
祭
が
行
わ
れ
て
造
営
始

め
の
由
を
山
の
神
・
木
の
神
に
申
し
上

げ
、
ご
用
材
の
切
り
出
し
が
始
ま
り
ま

し
た
。
二
十
年
四
月
に
御
敷
地
の
鎮
地
祭
、
昨
年
三
月
に
立
柱
祭
・
上
棟
祭
が

行
わ
れ
、
ご
正
宮
本
体
の
工
事
が
本
格
化
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
十
八
年
と
十

九
年
に
は
一
般
の
人
も
参
加
が
許
さ
れ
る
、
ご
用
材
を
敷
地
内
に
引
き
入
れ
る

御
木
曳
き
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
年
七
～
八
月
に
、
こ
れ
も
一
日
神
領
民

と
し
て
一
般
の
参
加
が
許
さ
れ
る
、
お
白
石
を
敷
き
つ
め
る
お
白
石
奉
献
行
事

が
行
わ
れ
、
九
月
末
に
は
竣
工
、
そ
し
て
十
月
二
日
に
内
宮
の
遷
御
、
五
日
に

外
宮
の
遷
御
と
い
う
運
び
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
続
い
て
明
年
に
か
け
て

各
別
宮
の
ご
造
営
、
遷
宮
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

去
る
五
月
に
は
出
雲
大
社
の
ご
本
殿
の
お
屋
根
葺
替
え
工
事
が
竣
工
し
御
遷

宮
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
大
き
く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
屋
根
の
葺
替
え
を
も
っ
て

式
年
造
替
を
行
う
古
社
は
少
な
く
な
い
の
で
す
が
、
ご
装
束
・
ご
神
宝
に
至
る

ま
で
作
り
替
え
る
の
は
伊
勢
の
神
宮
の
み
で
、
全
国
民
の
心
の
拠
り
所
と
し
て

の
神
宮
の
大
切
さ
が
現
わ
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

燃
水
祭

七
月
五
日

天
智
天
皇
の
ご
治
世
は
産
業
の
基
盤
と
な
る
よ
う
な
記
録
が
い
ろ
い
ろ
と
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
日
本
最
初
の
石
油
の
記
録
は
、
大
津
宮

遷
都
の
翌
年
、
天
智
天
皇
七
年
（
六
六

八
年
）
の
七
月
の
こ
と
で
し
た
。
越
の

国
よ
り
「
燃
ゆ
る
土
」
と
「
燃
ゆ
る

水
」
が
献
上
さ
れ
た
と
『
日
本
書
紀
』

は
伝
え
て
い
ま
す
。
燃
ゆ
る
水
『
燃

水
』
と
は
石
油
の
こ
と
で
あ
り
、
燃
ゆ

る
土
『
燃
土
』
と
は
石
炭
・
泥
炭
と
も

い
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
は
天
然

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
越
の
国
は
現
在
の
新
潟
県
。
な
か

で
も
現
在
の
胎
内
市
（
旧
黒
川
村
）
で
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社
大
祭
・
饗
宴
祭
は
、
六
月
三
十
日
、
三
重
県

講
元
講
員
の
皆
様
に
よ
り
大
膳
職
以
下
所
役
を
ご
奉
仕
い
た
だ
き
、
賑

々
し
く
斎
行
で
き
ま
し
た
。
ご
報
告
と
と
も
に
講
員
の
皆
様
に
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。



あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
黒
川
村
は
、
昔
、
川
の
流
れ
が
黒
く
な
る
ほ
ど

燃
え
る
水
が
湧
き
出
し
た
こ
と
か
ら
、
「
黒
川
」
の
地
名
が
つ
い
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
昭
和
三
十
年
代
ま
で
は
手
掘
り
井
戸
で
原
油
が
採
掘
さ
れ
、
灯

火
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
す
。

地
球
温
暖
化
問
題
が
世
界
的
に
重
大
な
問
題
と
な
り
、
化
石
燃
料
の
マ
イ
ナ

ス
面
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
た
昨
今
で
す
が
、
東
日
本
大
震
災

に
と
も
な
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
以
来
脱
原
発
へ
の
志
向
が
高
ま
り
、
さ
り

と
て
た
だ
ち
に
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
中
心
に
転
換
す
る
の
は
困
難
と
見
ら
れ
て
い

ま
す
。
現
代
文
明
を
前
提
と
す
る
以
上
、
当
面
は
石
油
を
中
心
と
す
る
化
石
燃

料
に
頼
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
自
動
車
な
ど
輸
送
機
械
の
動
力
源
、
化
学
製
品

の
原
料
と
し
て
も
当
分
の
間
は
重
要
さ
は
変
わ
る
こ
と
が
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

毎
年
七
月
一
日
（
ま
た
は
二
日
）
、
新
潟
県
胎
内
市
黒
川
に
お
い
て
燃
水
祭

が
行
わ
れ
、
そ
の
折
油
坪
と
い
う
池
で
採
油
さ
れ
た
原
油
が
、
六
日
後
の
七
日

（
七
日
が
土
日
の
場
合
は
五
日
）
に
近
江
神
宮
で
行
わ
れ
る
燃
水
祭
に
お
い
て
、

黒
川
か
ら
の
使
者
に
よ
り
大
前
に
奉
献
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
石
油
業
界
の
代
表

者
の
手
に
よ
り
、
ラ
ン
プ
に
灯
を
と
も
し
て
献
灯
の
儀
を
行
い
、
現
代
文
明
の

基
盤
で
あ
る
石
油
へ
の
感
謝
の
誠
を
捧
げ
ま
す
。

鎮
火
祭
と
楼
門
炎
上
六
十
周
年

近
江
神
宮
で
は
毎
月
二
十
七
日
に
鎮
火

祭
を
行
い
、
不
慮
の
災
害
防
止
と
防
火
、

家
内
安
全
と
世
相
向
上
・
社
会
安
穏
へ
の

祈
り
を
込
め
て
い
ま
す
。
こ
の
日
に
必
ず

参
列
さ
れ
る
熱
心
な
崇
敬
者
の
方
も
お
ら

れ
ま
す
。

鎮
火
祭
は
も
と
も
と
昭
和
二
十
八
年
五

月
二
十
七
日
に
放
火
に
よ
っ
て
楼
門
が
火

災
に
遭
っ
た
こ
と
に
も
と
づ
き
、
そ
の
一

周
年
の
と
き
か
ら
そ
の
当
日
に
復
興
と
防
火
の
祈
願
祭
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た

も
の
で
、
そ
の
後
、
毎
月
二
十
七
日
に
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
本
年
五
月

の
こ
の
日
は
火
災
よ
り
六
十
周
年
で
し
た
。

近
年
、
凶
悪
犯
罪
が
増
え
、
各
種
の
凶
行
が
頻
繁
に
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

昭
和
二
十
年
代
は
戦
災
孤
児
や
貧
困
家
庭
も
多
く
、
犯
罪
の
多
い
不
安
な
時
代

で
し
た
。
楼
門
の
火
災
も
そ
の
よ
う
な
少
年
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
そ
の
後
、
青
少
年
の
善
導
へ
の
さ
さ
や
か
な
活
動
と
し
て
、
発
足
間
も

な
い
近
江
神
宮
の
敬
神
婦
人
会
も
、
少
年
の
更
生
教
育
施
設
で
あ
っ
た
国
立
武

蔵
野
学
院
院
長
の
た
び
た
び
の
講
演
を
行
っ
て
い
ま
す
。

楼
門
は
昭
和
十
九
年
に
建
設
さ
れ
、
当
初
の
建
物
は
わ
ず
か
九
年
の
も
の
で

し
た
が
、
そ
の
後
、
経
済
的
に
は
ま
だ
ま
だ
貧
し
か
っ
た
時
代
に
も
か
か
わ
ら

ず
崇
敬
者
の
皆
様
の
熱
心
な
奉
賛
に
よ
り
、
昭
和
三
十
一
年
九
月
に
再
建
竣
工

の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
元
来
は
白
木
で
屋
根
は
檜
皮
葺
き
で
あ
っ
た
の
で
す

が
、
焼
け
焦
げ
て
残
っ
た
部
分
を
利
用
す
る
た
め
も
あ
っ
て
朱
塗
り
と
し
、
銅

板
葺
き
で
再
建
さ
れ
ま
し
た
。
今
日
の
近
江
神
宮
楼
門
の
イ
メ
ー
ジ
は
こ
の
後

形
作
ら
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

本
年
後
半
の
祭
典
行
事

七
月
五
日
午
前
十
一
時

燃
水
祭

七
月
二
十
七
日
・
二
十
八
日

全
国
高
等
学
校
小
倉
百
人
一
首
か
る
た
選
手
権
大
会

八
月
二
十
四
日
午
前
十
一
時

弘
文
天
皇
祭

八
月
二
十
五
日
午
後
一
時

献
書
祭

十
一
月
三
日
午
後
〇
時
三
十
分

流
鏑
馬
神
事

十
一
月
七
日
午
前
十
一
時

御
鎮
座
記
念
祭

十
二
月
二
日
午
前
十
時

初
穂
講
大
祭

（
一
日
が
日
曜
日
の
た
め
本
年
は
二
日
）

講
社
通
信
は
近
江
神
宮
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
カ
ラ
ー
で
見
ら
れ
ま
す
。
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檜皮・白木時代の楼門


